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わたしには「記憶」と「感情」というお題が与えられて
いるのだが、二つの言葉を結びつけた「感情記憶」という概念が実際に存在する。そこでいう「記憶」とはたんなる個人の心理現象ではなく、ある時代と社会において共有される「集合的記憶」のことを指している。 「感情」にしても、理性に較べて、ただ劣位に置かれた、反省から無縁の作用を指しているのではなく、わたしたちが自分の生きている社会の過去の厚みによって規定されるときの根底条件をなすもののことであ 。ある国家や社会が犯し 犯罪が語れるとき、それが激しい否認や対立を招き、 ねにデッドロックに乗り上げてしまうのは 実はこの「記憶」と「感情」のあわい
000
にある問題領域をとらえ損ねてきていること
に一因がある。戦後日本の歴史認識もその典型である。
かつて日本軍が中国大陸で行った残虐な行為をどう叙述
するのかをめぐって、激しい論争 あったし、 まもある
ことは君たちも知っているだろう。 「南京攻略戦」での虐殺行為については、死者に思いをはせながら丁寧に想起するという行為が、日中の言葉の応酬のなかですっかり難しくなってしまったとき、ある思想家は「感情記憶」という言葉を用いて双方が見落としている何かを名指そうとした。「南京大虐殺における数字を巡ってあれこれと議論するのは、日本人研究者ばかりではなく 欧米の学者にも同様の姿勢が見られる。この姿勢を支える基本的な学問原理は、歴史の「客観真実性」であろ 。それが対立面に置くのは、生きた人間の感情である。このような歴史観が導き出す深刻な結果とは、第一に感情の記憶の喪失であ 。感情の記憶の喪失は、歴史から緊張感と複雑性を奪い、これを統計学で代替できるような死んだ知識に変え しまう。そして正にこのよう 死んだ知識こそ、現時 政治やイデオロギーにたやすく利用されてしまうのだ」
（ 『アジアを語ることの
ジレンマ──知の共同空間を求めて』岩波書店、二〇〇二年）
。
過去の行為をどう記憶し想起するのかは、つねに感情の
問題に、そして罪責や赦しの問題にかかわっている。その赦しの可能性を哲学的に思索し、もっとも大きな問いを立てているのは哲学者ポール・リクールである。かれの『記憶・歴史・忘却』
（上・下巻、久米博訳、新曜社、二〇〇五年）
は、
正直なところ、新入生に対してはいささか不親切な選書かもしれないが、世界 光度がそれ以後減退 てしまったのように感じられる絶望的な出来事のあとに、 たとえば 「アウシュヴィッツ以後」に そこに赦 と歴史叙述の可能性はいかにして可能 のかを正面から考察 いる。わたしはこれも「感情記憶」の問題系の極北の試みだと考えている。
もうひとつ。日本語訳としては出たばかりだが、カロリ
ン・エムケの『憎しみに抗って──不純なも へ 賛歌』（浅井晶子訳、 みすず書房、 二〇一八年）
を挙げたい。 この本は、 「感
情」をめぐる現象に別の方向から目をこらしている。近年、移民の大量受け入れをきっかけ ヨーロ パでも噴出しているヘイト行為において、何が起こっているのかを、こ攻撃性の内側から照らし出している仕事だからだ。ナチスの罪責の記憶が、ドイツ社会においてすら、 「賞味期限」を過ぎたかのように扱われ始めているという。
ヘイトやそれを許してしまう風潮に、 「反知性主義」と
いうレッテルが貼られることがある。しかし、ヘイトに向かって知性が欠落していると高みから指摘してみても 何も語ったことにはならない。罪責 和解と赦 の可能性を言うなら、 「記憶」と「感情」の
あわい
000
という薄暗がりの
なかに分け入 考え、思い迷 、複雑なことを複雑に理解することでしか、道は開けてこ と思う。
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